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教育の質を保証するとは

〇 教育プログラムに関与するすべての関係者（学生

を含む）が、適切に設定された学習・教育到達目標

（アウトカムズ）とその達成に関して何をなすべき

かを認識し、確実に実施し、学習・教育到達目標を

達成した学生のみを卒業させている。

〇さらに、学習・教育到達目標とその達成度のレベル

ならびに教育方法を継続的に改善していること。
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科目の目標に対する達成度の評価
〔JABEE認定基準３（１）〕

基準：シラバスに定められた評価方法と評価基準に従っ

て、科目の目標に対する達成度が評価されている

こと

• 個々の科目ごとに、シラバスに定められた学習・教育

目標に対する成績評価方法と評価基準に従って、目標

に対する達成度が評価されていることが必要。

• 科目の目標達成度評価の立場から、シラバスに定めら

れた成績評価法と評価基準の水準についても留意が必

要。 3



学習・教育到達目標に対する達成度の評価
〔JABEE認定基準３（３）〕

基準：プログラムの各学習・教育到達目標に対する達

成度を総合的に評価する方法と評価基準が定め

られ、それに従って評価が行われていること。

• プログラムの各学習・教育到達目標に対する達成度を

総合的に評価する方法とは、個々の科目ごとに行われ

ている評価を単純に総合する方法だけでなく、

その他にも 例えば、各科目の重み付けや外部試験の

結果なども考慮して総合的に評価する方法や総合的達

成度評価試験の実施など、各学習・教育到達目標に応

じて多様な評価方法の工夫があることを意図している。4



学生自身による学習・教育到達目標達成度の点検
〔JABEE認定基準２．２（３）〕

基準：学生自身にもプログラムの学習・教育到達目標

に対する自分自身の到達状況を継続的に点検さ

せ、それを学習に反映させていること。

• 学生自身に自分自身の到達状況を継続的に点検させ、

それを学習に反映しているとは、継続的に学習・教育

到達目標に対する達成度の評価結果（Evaluation）と

それに対する教員等の助言・評価（Assessment）等

によって学生の認識を促し、その後の学習に反映させ

ることを意図している。
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学習・教育到達目標（アウトカムズ）の達成度評価

カリキュラム設計
学習・教育到達目標の設定

科目の到達目標の達成度評価
学習・教育到達目標の達成度評価

卒業研究（◎）

卒業研究（◎）

卒業研究（◎）

工学ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄⅡ工学ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄⅠ
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・筆記試験による評価：
知識、論理的思考力、理解力、応用力

・レポート（論文を含む）による評価：
創造性、論理的思考力、課題設定力、応用力、
解決力、記述ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力

・プレゼンテーションによる評価：
創造性、課題設定力、解決力、口頭ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力

・デモンストレーションによる評価：
創造性、デザイン力、解決力、口頭ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力

・ルーブリック（Scored Rubrics）による評価：
汎用的能力（ＥＤ能力、ﾁｰﾑﾜｰｸ力、評価力、等）

・外部試験（検定試験等）・卒業試験による評価：
語学能力、専門能力 ＥＤ：エンジニアリングデデザイン

目標とする能力の評価方法
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・筆記試験（外部試験を含む）
▷知識、理解力、語学力等の詳細な評価に適する
▶口頭ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力、ﾁｰﾑﾜｰｸ力等の汎用能力の評価に不適

・レポート（論文を含む）
▷独創性、思考力、記述ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力、等の評価に適する
▶他者の成果流用など不正を防止する工夫が必要

・プレゼンテーション・デモンストレーション
▷独創性、解決力、等の総合的な評価に適する
▶知識、理解力、思考力、等の厳密な評価に不適

・ルーブリック（Scored Rubrics）：
▷汎用的能力の評価に適する
▷総合的な達成度評価に適する
▶評価者の主観を極力排除する評価基準の工夫が必要

学習・教育到達目標の評価方法

▷利点 ▶欠点
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科目の到達目標の達成度評価と
プログラムの学習・教育到達目標の達成度評価

：筆記試験

：レポート

：ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

：ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ

：ルーブリック

学習・教育到達目標（Ａ）

学習・教育到達目標（Ｂ）

学習・教育到達目標（Ｃ）

（Ａ）の達成度評価
・筆記試験の成績
・レポートの評価
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの評価

（Ｂ）の達成度評価
・筆記試験の成績
・レポートの評価
・ルーブリック評価

（Ｃ）の達成度評価
・レポートの評価
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの評価
・ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝの評価
・ルーブリック評価
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科目の目標が複数の学習・教育到達目標
に対応している場合の評価

科目a

科目b

科目c

関連する
学習教育目標Ａ
学習教育目標Ｂ
学習教育目標Ｃ

関連する
学習教育目標Ａ
学習教育目標Ｃ

関連する
学習教育目標Ｂ

学習・教育到達目標Ａの総合的達成度
・科目aにおける目標Ａの評価
・科目bにおける目標Ａの評価
・科目ｘにおける目標Ａの評価

：

学習・教育到達目標Ｂの総合的達成度
・科目aにおける目標Ｂの評価
・科目cにおける目標Ｂの評価
・科目yにおける目標Ｂの評価

：

学習・教育到達目標Ｃの総合的達成度
・科目aにおける目標Ｃの評価
・科目bにおける目標Ｃの評価

：

を総合化

を総合化

を総合化
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学習・教育到達目標の総合的達成度評価
〔関与する科目における評価の総合化〕

A 関与する科目が同等に寄与する学習・教育到達目標の場合

〔例：教養(a)、技術者倫理(b)、数学・自然科学(c)、専門知識(d)〕

・履修した科目の該当する到達目標に対する評価を同等のウェ
イトで総合化

B 基礎的な科目から段階的に高度な科目へと能力を向上させる学
学・教育到達目標の場合

〔例：語学(f)、ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ(e)、計画的遂行(h)、ﾁｰﾑﾜｰｸ(i)〕

・後の段階で履修した科目の評価に大きなウェイト付けをして
総合化（ルーブリック評価が有効）

C 数多くの科目の履修により習得される学習・教育到達目標の場
合（一般に科目内での割合は小さい）

〔例：ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力(f)、自主的・継続的学習(g)〕

・関与する科目の該当する到達目標に対する評価を参考に総合
化（ルーブリック評価が有効）
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〔 抜 粋 〕
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